
ワイズメンズクラブ西日本区 

中部 各クラブ会長・事業主査 各位 

 

ワイズ中部 会長・主査連絡会（第 2回） 記録 

 

日時：2021年 12月 20日（月） 19：00～20：15 

開催：各自宅などから ZOOMによるリモート会議方式 

出席：渡辺中部部長、戸田中部会計、谷川中部事務局長、山内会長（金沢）、平野会長（名 

古屋）、松本書記（東海）、荒川文門会長、（南山）、服部会長（グランパス）、清水会長 

（とやま）、清水主査(CS）、平野主査（国際・交流）、数澤主査（メネット）、川本中部書記 

列席：荒川恭次（中部情報委員長）、深谷聡（西日本区国際・交流事業主任） 

 

１. 「（仮称）中部 EMCフェスティバル開催」の提案について 

・渡辺中部部長より、「中部 EMCフェスティバル開催」についての提案の趣旨、並びに企 

画に至るまでの経緯について説明がなされた（詳細：事前配布レジュメによる）。 

・説明後、各クラブ会長・事業主査に意見徴収をしたところ、この企画に対する反対意見は 

なく、ほぼ全てのクラブからの賛同が得られ、協力する旨の意思表示を得た。 

・フェスティバルを成功に導くためにも、実行委員会が必須との意見が有り、早急に実行委 

員会を組織する事とした。（この記録を配信する際に各クラブより１名以上の委員選出を 

依頼する。） 

  ・初回の委員会開催に先立ち、フェスティバルの会場を押さえる事が急務と認識し、事務局 

側にて初動体制に入る（1月 4日から受け付け開始の「戸田川緑地公園」を第 1候補とし 

て動く）。 

  ・名古屋 YMCAの１２０周年記念礼拝（2022.1.16）に間に合うように「開催チラシ」を準備する。 

・初回実行委員会の開催は、各クラブの２０２２年１月例会後（委員選出決定後）に予定する。 

 

 ※上記１．の赤文字部分は、連絡会終了後のキャビネット会議での決定事項※ 

 

２. 各クラブ会長・事業主査からの報告（要旨） 

・各クラブ会長に一言ずつコメントをいただいたところ、12月は、全クラブで久しぶりに食事付きの 

クリスマス例会が開催できた旨の報告が有った。対面での例会でも食事ができず、また、リモート 

での例会開催であった１１月までとは違い、「やっとできた！」という嬉しい感情を分かち合う事が 

出来た。 

   ・金沢クラブから 1月、1名の入会式という、嬉しい新入会員獲得の報告が有った。 

 ・とやまクラブから、１１月の富山 YMCAバザー協力の報告が有った。 

  ・名古屋東海クラブから、YMCA クリスマスカードコンテストの表彰作品展示の案内が有った。 

  ・名古屋南山クラブから、「南山農園の芋ほり」に１１月、総数延べ４００-５００名（内、子ども：150超 

名を招待）が参加した旨の報告が有った。 

  ・その他、各クラブで YMCAの秋～冬プログラムを支援・協力した旨の報告が多く有った。 

 



３. 渡辺中部部長からの諸報告 

・２０２３-２０２４年度の中部部長選出クラブは、名古屋東海クラブ（部長は未定）に決定した。 

 ・２０２４-２０２５年度は、とやまクラブから選出いただく。 

  ・２０２２年３月１２～１３日で、次期会長・主査研修会が開催される。該当者はご予定を。 

  ・現在紙ベースで発行している、西日本区のロースタについて、電子化について一部声が上が 

っている。電子化可否についてクラブの強い意見が有れば、部長まで報告して欲しい。 

  ・西日本区のＪＷＦファンドについて、現在３千万円ほどの残高（今までに使途実績なし）がある 

   が、使途については、現在のＪＷＦ運営委員会の規定で、委員全員の承認が必要となっている 

為、申請が却下されている、との実情が有る。→ 委員の２/３の承認への規約変更の可否に

ついて各クラブの意見を賜りたい。詳細は渡辺部長まで。 

・12/18開催された、「名古屋 YMCA クリスマスコンサート」に対する西日本区 Yサ支援金が  

グランパスクラブの申請努力により認められました。ありがとうございました。 

 

 

以上  （文責：川本龍資） 

      


